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 博物館行事の紹介 

ヨウスコウカワイルカ、絶滅！？

行事の申込み・問合わせは、穂別博物館へ

【ヨウスコウカワイルカ】

　体長2.3~2.6m、体重165~240kg、メスの方が大きい。口先が長く、目は小さめ。

　胸びれ（前足）は幅広く先が丸い。背は黒っぽい青灰色、腹は薄い灰~白色。

　先日、「ヨウスコウカワイルカが絶滅したかも知れない」という新聞記事がありました。

　ヨウスコウカワイルカは、名前の通り、中国の揚子江(ようすこう)という川だけにすんでい

るイルカです。海の生活に適した後で、川にすむようになったようです。同じようなイルカ

はアマゾンやインドにもいて、最も原始的なイルカ類と言われています。

　20数年前には約400頭がいたようですが、10年ほど前にはわずか十数頭で、「最も絶滅の

危険があるイルカ」とされていました。今回は大規模な調査にも関わらず、一頭も発見でき

なかったそうです。数が減った理由として、揚子江で行われている漁(りょう)で魚にまじって

とらえられたり、船の行き来が非常に多くすみにくいことなどがあげられています。

　この地球上に生命が誕生したのは約38億年前で、それから現在までの間、大きな絶滅は５

回、小さな絶滅は数えきれないほど起こって来たと言われています。その原因として、隕石

の衝突や、大陸を引き裂くような火山活動、気候の急激な変化などが考えられています。

　しかし、今回の記事は、生物の絶滅は決して過去の出来事ではなく、現在も起こっている

ことで、これからも起こりうることであると教えてくれています。そして残念なことに、最

近では、そうした生物の絶滅に我々人類の活動が大きく関わっていることが少なくありませ

ん。この地球上でたくさんの生き物とともに生きていくにはどうしたら良いのか、我々もそ

の一員であることを改めて考えてみませんか。　　　　　　　 (学芸員　さくらい)

※今回は、「ホッピーのひみつ」はお休みしました。

ホッピー化石アドベンチャー展 2006

クビナガリュウのホッピー

化石の採集、クリーニング、レプリカづくり、名前しらべ...

12人の会員が、一年間かけて取り組んだ成果を見てください。

１月23日（火）~２月18日（日）　　穂別博物館　特別展示
化石採集(第１回) クリーニング(第２回)

名前しらべ(第５回)

トピック

ミニジオラマづくり（１月７日・８日）　→　くわしくは、裏面



　左の写真は、アキタブキの花（フキノト

ウ）ですが、小型だがタンポポと同じよう

な綿毛を（冠毛）を持った果実をつくり風

で飛ばされます。ガガイモなども形こそ違

いますが、同じような綿毛を持ち風に飛ば

されます。これに対して下のオオウバユリ

は、薄い翼を持った種子をつくりますが、

これもまた風で空を飛びます。

　これらは風の力を借りて果実や種子を飛

ばしましたが、右の写真のゲンノシ

　：休館日　

○：町民無料入館日

むかわの化石や生き物 2007年１月

 日 月 火 水 木 金 土

    １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 ７ ８ ９ 10 11 12 13   

 14 15 16 17 18 19 20 

 21 22 23 24 25 26 27 

 28 29 30 31  

１月の休み：

　１~５（年末年始の休館）

　９、10（祝日の振替）

　15、22、29（月曜日）

１月のこよみ

果実と種子の話２「空を飛ぶ種子・はじける種子」

スズメのいる木

クビナガリュウが泳
いでいた大むかしの
海には、ほかにどん
な生き物がいたのだ
ろう？
想像しながら
自分でジオラマを
作ってみましょう！

冬休みに、楽しみながら、ジオラマを！

アキタブキ（フキノトウ）

１月７日(日)・８日(月)　午前10時~12時　 会場　博物館特別展示室
　対象　小学校３年生以上（1・２年は保護者同伴で可）　　　定員両日とも先着２０名

　持物　箱（菓子箱など）、色鉛筆かパステル・絵の具など 　　　費用　無料

種子

熟す前
の果実

熟すと弾
けて種子
をとばす

　前号は、「動物に食べられて種子を運ばせる」植物の話でした。

今回は、空を飛んだり、自分ではじける種子の話をしましょう。

ョウコは、果実が成熟すると外側に

ピンとはじけて、自分の力で種子を

遠くまでとばします。（はじけた後

の果実のようすはおみこしの屋根の

ような形をしておりかわいいもので

す。）

よく 種子が入
っている

オオウバユリ

ゲンノショウコ

エゾアカガエル

　えぞ（蝦夷）は北海道の古い呼

び名です。両生類のカエルは寒さ

に弱いので、冬は土の中で冬眠し

ます。春にはたくさん卵をうみ、

かえったオタマジャクシは水の中

ですが、大きくなってカエルにな

ると陸に上がります。(穂別地区)

カワイルカ類は、1,000万年前の古い特徴を残しているイルカです。最近の揚子江は、ヨウスコウカワイルカにとってすみ
にくい環境だったようです。しかし、どこかで生き残っていてくれないか、ついそんなことを願ってしまいます。（さ）

1/8は町民無料入館日


